
洗面器セット

ナビダイヤル TEL 0570-017-173

YL-A536SYEQ(C)の場合 YL-A536SYEB(C)の場合 

水受

施工説明書

●安全上のご注意

●施工完了図

●梱包内訳

●

・・・

・・・

・・・

・・・

・・・

・・・

修理技術者以外の人は、絶対に分解したり修理・改造は行わないでください。
※破損しケガをすることがあります。

陶器に対するねじは締めすぎないようにしてください。
※陶器が割れてケガをする恐れがあります。

湯水を逆に配管しないでください。
※水を出そうとしても、湯が出てヤケドをする恐れがあります。

衝撃を与えたり、もたれかかったりしないでください。
※破損してケガをしたり、漏水や故障の原因となります。

陶器に熱湯を注がないでください。
※陶器が破損してケガをしたり、水漏れのため家財等を濡らす財産損害発生
の恐れがあります。

陶器に硬いものを落とさないでください。
※陶器が破損してケガをしたり、水漏れのため家財等を濡らす財産損害発生
の恐れがあります。

排水栓が上がっている状態で、排水栓に衝撃を与えたり、無理に引っ張った
り、押し込んだりしないでください。
※部品が破損して、排水栓が上下できなくなる恐れがあります。

水栓側のワイヤーを無理に折ったりしないでください。
最小曲げR（R＞40）を確保してください。
※ワイヤーが折れて、排水栓が上下できなくなる恐れがあります。

陶器にひびが入ったり、割れた場合、破損部には素手で触らないでください。
※破損部でケガをする恐れがあります。

陶器にひびが入ったままで使用しないでください。
※陶器が割れてケガをする恐れがあります。

汚れがついた手で手洗器の鉢面を触らないでください。
※防汚効果が低下し汚れがつきやすくなります。

水道水以外に接続しないでください。
※内部の腐食により破損や漏れ、故障の原因となります。

洗面器の固定は確実に行ってください。
※落下・転倒などによってケガをする恐れがあります。

陶器は割れものです。
●施工前に輸送中の破損がないことを確認してください。
●施工後に施工段階での破損がないことを確認してください。
※破損部でケガをしたり、漏水により家財等を濡らす財産損害発生の恐れが
あります。

給水・給湯管の差し直しをする際は、必ず湯側、水側の両方の止水栓を閉じ
てから行ってください。
※湯・水が噴出してヤケドをしたり、家財等を濡らす財産損害発生の恐れが
あります。

給排水管の接続は確実に行ってください。
※漏水により家財等を濡らす財産損害発生の恐れがあります。

施工後に漏水検査と流量の調節を必ず行ってください。
※漏水により家財等を濡らす恐れがあります。

給湯器の給湯温度設定は85℃以下でご使用ください。
※水栓が破損し、ヤケドや家財を濡らす財産損害発生の恐れがあります。

お湯の使用中に、他所の水栓の同時使用のないように、注意してください。
※圧力変動がおこり、温度が急上昇して、ヤケドをする恐れがあります。

同梱の施工型紙を必ずご使用ください。
※手洗器がカウンターに正しくセットされない場合があります。

手洗器の排水口部分は突出しています。破損しないように養生してください。

メッキのハガレはそのまま放置しないでください。
※陶器が割れてケガをする恐れがあります。

排水栓を上下する操作は、水栓後ろの取っ手で操作してください。
※無理に排水栓を操作すると故障の原因になります。

お客さまにお渡しするまでに凍結が予想される場合は水を抜いておいてくだ
さい。
※凍結破損で漏水し、家財等を濡らす財産損害発生の恐れがあります。

●施工前のご注意
●開梱、取付けの際には商品の表面にキズを付けないように注意してください。
●商品を取り付ける前に必ず配管中の異物を完全に洗い流し、空気を完全に抜いてく
ださい。
●同梱の部品以外は使用しないでください。
●給水条件は水栓に同梱されている施工説明書を参照ください。
●梱包前に通水検査をしていますので商品内に水が残っている可能性がありますが、
商品には問題ありません。
●給水配管が右側、給湯配管が左側に配管されていることを確認してください。
　※逆配管では表示通りに湯がでません。
●給湯配管はできるだけ短くし、必ず保湿剤を巻いてください。
●セパレート水栓の取付けには別売の専用工具KG-9（対辺38）とKG-32（対辺
47）が必要です。
●シングルレバー混合水栓の取付けには別売の専用工具KG-23（対辺13）が必要です。
●シングルレバー混合水栓（吐水口引出式）の取付けには別売の専用工具KG-9（対辺
38）が必要です。
●排水口金具の取付けにはシール材（市販品）が必要です。
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YL-A536FYC(C)の場合 

PAW-1411(22060)

●カウンターは別手配品です。

メーカー管理用です。 ●商品の機能が100％発揮されるよう、本説明書の内容を十分ご理解のうえ
正しく施工してください。なお施工完了後、この施工説明書をお客さまに
お渡しください。



（1）洗面器をカウンターにのせます。
※カウンターは別手配品です。

（2）洗面器のボルトをキャビネット内部
からワッシャー大、ワッシャー小、
ナットで固定します。

注 意
カウンターに衝撃を与えるとカウン
ターが破損してケガをする恐れがあ
ります。

注 意

9．通水検査、水漏れ点検、整流口の清掃

《完了後の処理（必ず実施してください。）》
不要部材を処分する場合は、必ず公的許可を受けている業者に依頼してください。

PAW-1411(22060)

2．洗面器の取付け

（1）洗面器の給排水位置について
●洗面器用に、給排水管の立ち上げが必要です。給排水管の取出し位置は決まってい

※現場調達のカウンターは、水平に施工してください。

（2）補強木の位置について

（3）カウンター開口と固定穴位置について

水栓に同梱されている施工説明書をご参照ください。

4．排水口金具の取付け

1．給排水位置の取り決め、現場調達カウンター

注 意
陶器に対するねじは締めすぎないよ
うにしてください。
※陶器が割れる恐れがあります。

10．カウンターと陶器周囲のシリコンシール
カウンターの壁付け面と陶器とカウン
ターの接地面にシリコンシールします。

YL-A536SY系の場合(シングルレバー混合水栓) YL-A536JY系の場合(セパレート水栓)

YL-A536FY系の場合(シングルレバー混合水栓)
(吐水口引出式))

●施工方法

●器具取付前に給水管、排水管内に異物が混入しないようにしてください。
●給水管にはプラグ（LF-7T）、排水管にはビニール袋等でカバーしてください。

水栓に同梱されている施工説明書をご参照ください。

3．水栓金具の取付け

（1）右図のようにねじ山にシールし、
上部にスポンジパッキン、下部に
三角パッキンをはめて締め付けて
ください。
※シールをしないとねじ山をつたっ
て漏水する恐れがあります。
※締め過ぎにならないよう注意し
てください、排水金具が変形し
漏水の原因になります。

【ウエスト棒式の場合】
（2）排水栓（排水口カバー付）が「閉」

状態のときにキック棒が水平に差し
込まれるまで、キックボックスをね
じ込み、ロックナットでキックボック
スをしっかりと固定してください。
※着脱排水栓（排水口カバー付）
の場合は、上から排水口に差し
込みます。

（3）キック棒の袋ナットを漏水しない程
度に締め付けてください。この際、
締め過ぎにならないよう注意してく
ださい。
※キック棒の動きが重くなります。

11．引渡し前の確認
漏水検査を必ず行ってください。
※水栓に同梱されている施工説明書をご参照ください。

（3）固定リング、抜止カバーを、確実にはめ込む。

固定リング

注 意

確実にはめ込んでください。
※しっかりはめ込んでいない
と、抜止カバーが外れて、
漏水や固定リングでケガ
をする恐れがあります。
※給水・給湯ホースを矢印の方向
に引っ張り、確認する。

2つのツバ部を固定リングの
溝にしっかりはめてください。

抜止カバー

固定リング

（ワイヤー式の場合）

三角パッキン 

スリップワッシャー  

締付ナット 

排水栓

ワイヤー先端
袋ナット

スポンジ
パッキン

材を塗布   

8．給水ホースの接続

建築側給水取り出しに止水栓、給水管、ワ
ン座を取り付けます。
※ねじ部にはシールテープを巻き付けて
ください。

7．給水管、止水栓の取付け

抜止カバー 固定リング
q

w

ソケット

（1）ソケットの抜止カバーと固定リングを外す。
（2）ソケットを止水栓に固定し、ソケットに給水・

給湯ホースを差し込む。

●ソケットの中にパッキン
が入っていることを確
認してください。
●Oリングを傷つけたり、
ゴミかみしないように
してください。
●給水・給湯ホースを差
し込むときは、無理に曲げないようにし
てください。
　※注意しないと、漏水の原因になります。
●給湯配管には、給湯ホースのみ接続し
てください。
※漏水や故障の原因になる。

曲げ半径は
30a以上

給水・
給湯ホース

注 意

止水栓 ソケット

給湯ホース

ソケット

Oリング
保護キャップ

Oリング

外す

ソケット

給水ホース

6-2．【ワイヤー式の場合】 排水栓とワイヤー部の接続
●「排水栓が上がっていること」と「水
栓側の取っ手が下がっていること」を
確認してください。

（1）排水金具の接続部を横から覗き込み、
排水金具の接続部に水栓側のワイ
ヤー先端袋ナットを真っすぐ挿して、
手で回らなくなるまで締め付けてく
ださい。（目安２回転）

（2）袋ナット締付け後に水栓側の取っ手
を動かして排水栓が上下することを
確認してください。

（3）ポップアップ排水栓の動作確認
排水するための十分な隙間があるか確認してください。

注 意
正確に取付けないと排水栓が上下作
動できません。

注 意
ワイヤー先端の袋ナットに工具をか
けないでください。
※破損する恐れがあります。
ワイヤーを取付ける際に無理に折っ
たりしないでください。
最小曲げR（R＞40）を確保してく
ださい。
※ワイヤーが折れて、排水栓が上下
できなくなる恐れがあります。

注 意
取っ手が動かず排水栓が上下しない場合は、排水栓接続部からワイヤー先端袋ナット
を外し、（3）ポップアップ排水栓の動作確認の項目を参考にやり直してください。

排水栓

取っ手

排水栓

上がった状態

まっすぐ接続

斜めに接続

ワイヤー先端
袋ナット

排水金具の
接続部

（5）調節金具が動かないよう、止めゴムではさみます。

注 意
調節金具に干渉しないように、水栓金具の給水ホースを取り回してください。
※損傷して漏水する恐れがあります。

（4）排水栓の開閉（約10mm上下する）
ができるように、ウエスト棒の高

※調節金具のクリップ部をつかみ

※取っ手と水栓がぶつからないよ
う、押した状態で60～65mm
程度すき間をあけてください。

（3-1）洗面器にウエスト棒の台座を専用

（3-2）ウエスト棒を台座に通し、さらに
調節金具のクリップ部をつかみな
がらウエスト棒差込穴に通してく
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取っ手

①取っ手を押す。

②袋ナットを外す。

③さらに取っ手を押
　した後、　袋ナット
　を再接続する。

排水栓が上がらない場合
（スペーサーが入らない場合）

排水栓が下がらない場合
（水ためできない状態）

※排水栓と排水口端部との隙間が小さい場合は、
　再度①～②を実施してください。

袋ナット

現象 処置
排水栓を下げても水た
めできない

●排水金具のツバ下にスポンジパッキンがついていることを確認し
てください。

排水栓が上下に動かな
い、排水栓が最後まで
閉まらない

（3）ポップアップ排水栓の動作確認に従って、ワイヤー先端袋ナット
を取付直してください。

■故障かな？と思ったら

次の現象の場合は、以下の手順でワイヤー先端袋ナットを取り付け直してください。

隙間の目安
取っ手を押し、排水栓を上がった状態で同梱の隙間
確認用のスペーサー
の細い側が挿しこめ
ることを確認してくだ
さい。 スペーサー

排水栓

排水口端部

隙間(※)

①取っ手を引く。

②袋ナットを外す。

③さらに取っ手を引
　いた後、　袋ナット
　を再接続する。

袋ナット

現場調達カウンターの場合、市販ブランケットの木ねじ位置に、カウンターの重量
に応じた補強木をあらかじめ設けてください。（手洗器セット重量は約20kgあり
ます。）

（ウエスト棒式の場合）

パッキン 
キック棒 
スプリング 
袋ナット 

材を塗布   

5．排水管の取付け
【ボトルトラップの場合】

スリップワッシャー

パッキン
U管 袋ナット

パッキン

袋ナット
ワン座

L管
約30mm

〈Sトラップの場合〉〈Pトラップの場合〉

袋ナット

U管

スリップワッシャー

パッキン

S管

ワン座

排水管

パッキン

約30mm

排水接続部材

排水管

排水接続部材

排水トラップを仮付けして、L管またはS管を排水管との差込みしろを約30mm残して
切断してください。
※トラップは施工完了図のように、右向きになるようにしてください。
※塩ビ管：排水接続部材は市販のゴムジョイント等（現場手配）を使って接続してください。
※鉛管：ハンダで溶接してください。

【Pトラップ、Sトラップの場合】

ボトルトラップ排水管を仮組みし、建築側排水立上げ管への差込しろ（約30mm）を残して
排水管を切断します。
※トラップ直管は、絶対に切らないでください。
※下図の寸法（ボトルトラップ封水深）が35～65mmになっていることを必ず確認してください。
※床排水の場合、エルボーとの差し込みしろは約20mm確保してください。
※塩ビ管：排水接続部材は市販のゴムジョイント等（現場手配）を使って接続してください。
※鉛管：ハンダで溶接してください。

［取付け］ ［封水深の確認］ 

35
～5
5m
m

約30mm

約20mm

ゴムパッキン 

パッキン 
ボトルトラップ 

ナット 
スリップワッシャー 

ワン座 
約30mm

トラップ直管 

排水管

排水接続部材

トラップ直管 

ゴムパッキン 

パッキン 

ナット 
スリップワッシャー 

ワン座 約30mm

ナット 

ナット 

スリップワッシャー ゴムパッキン 

ナット 

パッキン

約20mm

エルボ 

排水管排水接続部材

6-1．【ウエスト棒式の場合】ウエスト棒の取付けおよび調節
（1）キック棒に止めゴムと調節金具、

※下段の「クリップ部取付手順詳
細」を参照ください。

（2）ウエスト棒を水栓金具に通し、調
節金具のクリップ部をつかみなが


